
 

 

令和４年9月7日（水） 

第1475回（当年度第9回）例会 

本日のプログラム 

会員卓話 

「人生84年 ざんげ録」 

 ～俺の人生暗かった…が、   

  人様に助けられて来た！感謝！～ 

昭和１３年７月２０日生れ 

柴田 裕市君 
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2022～2023年度 RIテーマ 

イマジン ロータリー 
地区活動方針「 未来を描こう、笑顔でつなごう 」 

～一人一人のチャレンジを力に！変化に対応できるクラブを目指して～ 

第1474回例会（当年度第8回の記録） 
 

□令和4年8月31日（水）18：00～19:00 

□会場 一宮駅前i-ビル7Fシビックホール 

□開会の点鐘 秋田会長 

□国歌「君が代」ロータリーソング「奉仕の理想」 

□ビジター 篭橋美久様・岩月雅章様(名古屋中RC) 

□会長挨拶               秋田 敬治 

 皆さんこんばんは、本日も例会にご出席いただきあ

りがとうございます。 

 今夜は篭橋ガバナーをお迎えし、国際ロータリー

ジェニファー・ジョーンズ会長の今年度RIテーマ「イ

マジンロータリー」篭橋ガバナーの地区方針「未来を

描こう、笑顔でつなごう」 ～一人一人のチャレンジ

を力に！ 変化に対応できるクラブを目指して～ につ

いてお話しいただきます。 

 篭橋ガバナーとは16年来の知り合いで、2006～2007

年斎藤ガバナー年度地区大会を名古屋中RCがホストさ

れ、私がその時の担当地区副幹事としてお手伝いをし

て以来のお付き合いです。 

 年齢は4才半ほど篭橋さんが先輩です、RC入会年度は

1998年の同期、地区委員会出向開始もほぼ同じ頃です

が、その後地区出向19年間で五つの委員会委員長を通

算9年間務めておられます。私も地区に14年間出向し3

委員会で5年間委員長を経験致しましたがとても足元に

も及びません。 

 ロータリーの奉仕活動に対する熱意とその真摯な取

り組み姿勢には、以前から感服致しております。特に

「ワールドフード＋ふれ愛フェスタ」ＷＦＦ立上げ時

のご活躍は、今でも強く印象に残っております。 

 本日も笑顔で（性格通り）真面目に丁寧にご指導い

ただけると思います、よろしくお願い致します。これ

にて開会のご挨拶とさせていただきます。 

9月のお祝い事 
 

 ♪会員誕生日おめでとう 

  春木 和美君（19日） 宮田 浩二君（21日） 

  長屋 慎二君（21日） 鵜飼 俊光君（23日）  

 ♪会員配偶者誕生日おめでとう 

  長屋 光子様（25日） 秋田 夕子様（28日） 

出席 

報告 

会 員 総 数 38名 
出席会員数 32名 

84.2％  
他クラブ出席数 0名 

修正出席率 
前々回 
（8/10） 

100％ 

会長幹事懇談会 



 

 

国際ロータリー第２７６０地区 
ガバナー  篭橋 美久様（名古屋中ＲＣ） 

 

 本日は、一宮中央ロータリークラブがホストとして、
一宮ロータリークラブ、尾西ロータリークラブ、一宮北
ロータリークラブ合同例会が開催され、出席させて頂き
ました。 
 只今より、RI会長テーマはじめ地区方針を説明させて
頂きます。国際ロータリーで初めての女性会長が誕生し
ました。 
 名前：ジェニファー・ジョーンズ 
 所属クラブ名：ウィンザー・ローズランドＲＣ 
 １９９６年入会 
 

 今年度のRI会長テーマを世界に向けて発信されまし
た。「私たちがベストを尽くせる世界を。想像してみて
ください。」と提唱されました。『イマジン・ロータリー』
であります。 
 この想像とは、ロータリーの変革の時代に入り、「未
来を設計してみてください」と解釈しました。我々一人
一人にロータリーの将来を委ねられました。これらの
テーマに沿った形で、地区方針をださして頂きました。 
『未来を描こう、笑顔でつなごう』 ～一人一人のチャ
レンジを力に！ 変化に対応できるクラブを目指して
～を地区方針としました。 
 私達の取り巻く社会環境が刻一刻と変化しています。
これに対応することがより一層求められています。更な
る高みを目指し、よりインパクトのある活動を展開しな
ければならないと考えます。 
 ロータリーは、今や地域社会や国際社会において必要
不可欠な存在となり、その役割をさらに発揮していくた
め、より革新的かつ柔軟な活動体制を構築していく必要
があります。 
 また、奉仕活動の本質は、「笑顔になること」と思っ
ています。活動した結果、みんなが笑顔になり、一人で
も多くの人たちを笑顔にしていく事が大切です。さらに
多くの笑顔に溢れた未来を実現していきましょう。 
 そのためには、今の時代に即した改革が必要です。未
来を想像し、近隣クラブやロータリアンが知恵を出し合
いながら一丸となって活動して参りましょう。 
 また、重点分野に環境分野が加わり2年目になりまし
た。益々、環境分野の重要性が増して参りました。 
 環境問題は、私たちの生活環境に大きな影響を及ぼ
し、将来を担う子供たちのかけがえのない未来を奪うも

一宮４ＲＣ合同ガバナー公式訪問 
のであると理解していなければなりません。私たちの出
来ることから取り組みを始めましょう。 
 

 次に『D E I』を説明します。この『D・E・I』はロー
タリーの基本方針とし、活動して参ります。 
 これは、全ての人にロータリー活動の機会を与えると
ともに、全てのロータリアンが世界平和を目指し、社会・
組織の中で必要且つ尊敬される活動人であることを基
本とします。このことを会員一人一人が意識を持って実
践すれば、「目的意識と熱意が生み出され、クラブの魅
力をさらに向上させられる」と強く信じています。 
 これらの多様性について考えなければならない時代
がすぐそこまで来ていると思います。外国人労働者が増
え、外国人経営者、国内女性経営者、大企業の女性管理
職の人口も増え続け経済社会の労働環境も変化すると
考えます。まさに変革の時代の到来です。従って、これ
らを採り入れながら進めたいと考えております。 
 続いてクラブのサポートを強化してまいります。地区
委員会は、クラブ活動に必要な情報を提供し、ともに活
動させて頂きます。皆さんと共に活動するためには、セ
ミナー開催時に出来る限り、ワークショップ方式を取り
入れ対話型・参加型にして頂きたい。又、例会時に活動
発表を必ず行なって頂き全会員に知らせましょう。 
 去る７月８日（金）にクラブ活性化セミナーを開催し、
ワークショップ型にて開催させて頂きました。参加され
た皆さんより多くのご意見、提案等を頂き、今後の運営
の参考にさせて頂きたいと思っています。このクラブの
活性化とは、明るい・楽しい・地域社会から頼られる魅
力あるクラブ造りであります。 
 

・地域社会に目を向けた活動を通じてクラブとの友好 
 関係を促進。 
・隣接クラブの活動状況を知ると共に、クラブ間の共 
 同奉仕活動・意見交流を通じコミュニケーションを 
 図って頂きたいと思います。 
・新会員の研修を通じて、新しい考え方を取り入れな  
 がら、開放的で明るい楽しい雰囲気づくりを行いま 
 しょう。 
 

ロータリー活動体制の基本はクラブ主体であります。ク
ラブの活性化がロータリーの発展に繋がります。 
    

 続いて行動計画に移ります。まずは、【より大きなイ
ンパクトをもたらす】です。インパクトのある奉仕活動
を実施しよう   
 

・近隣クラブとの共同事業の推進を行いましょう。 
・地域社会のリーダーと協力し、地元のニーズを知り 
 手助けをしましょう。 
・海洋プラスチックごみを減少させるための活動を始 
 めましょう。 



 

 

 次に【ポリオ根絶への貢献】です。今年度は、世界で

29件の発症が発表されました。あと少しです。根絶に向

けて、協力しましょう。 

年次基金 ＄150/人、ポリオ ＄30/人をお願いします。 

10月25日 ポリオチャリティーゴルフを実施し、ガバ

ナー車にポリオの根絶に向けてのラッピングを施し、各

クラブ訪問時に利用させて頂きます。 
 

【参加者の基盤を広げる】 

会員の増強をしよう 

・ロータリークラブの足腰を強くするためには、会員 

 を増やし強い理念に基づいて活動することが必要か 

 と思います。 

 女性の入会の促進・若者の入会の促進(主に学友､ロ 

 ーターアクター、米山奨学生から)図って頂きたい。 

 目標は地区全体で5,000名を目標とします。 

 女性会員を６％から８％へ。 

・ロータリーファミリーとの連携強化を図り、ロータ 

 リアンとの奉仕プロジェクトの推進を図ります。 

 米山記念奨学学友、青少年学友との連携強化を図り 

 ます。 

 提唱クラブとローターアクターとの奉仕活動の参加 

 を促進し、自立、自営を目指します。このための初 

 年度とします。 

【参加者の積極的なかかわりを促す】 

 地域社会に役立つクラブになろう 

 魅力あるクラブへ 
 

・地域社会へアピールするため、ホームページの活用 

 を考え、見直しも図りましょう。        

・あらゆる人が参加できる組織、公平で、開放的なク 

 ラブをめざし地域社会との繋がりを重視しましょう。 
 

【適応力を高める】 

My ROTARYに登録し、クラブセントラルに年間目標を提

示し、目標に向かって進んで参りましょう。 

変化に対応できるクラブへ 

・リモート会議の導入を図り、効率的な且つ会員への 

 サービス向上を(SNSを利用したハイブリット形式)。 

・新しい活動をみんなで行動しましょう。 

・新しい活動方法を研究し、クラブ間との共同事業を 

 促進しましょう。 
  

ロータリー賞、ガバナー特別賞へチャレンジして下さい。 
 

地区大会の開催は、2022年11月12日（土）13日（日）に

行います。この大会は、ロータリアンみんなの大会です。

みんなで成功させよう 。 
 

第10回ワールド・フード+ふれ愛フェスタ(ＷＦＦ) 

第10回目の大きな節目です。2023年4月15日（土）16日

（日）開催、エディオン久屋広場にて行います。 
 

今年度の国際大会は、メルボルンにて2023年5月27日

（土）～31日（水）に開催されます。当地区のイベント

として、ガバナーナイトを設営します。多くの会員の皆

さんの参加をお待ちしています。 
 

最後にアーチ・クランフ 曰くをご紹介します。 

 『ロータリーは後退することもなければ、歩みを止め

ることもない。ロータリーは前進しなければならない。』 
 

皆さんの活動を心より祈念申し上げ私の方針説明とさ

せて頂きます。 

□ニコボックス（ABC順） 
☆篭橋美久様（ガバナー） 
☆岩月雅章様（地区幹事） 
☆松前憲典君 本日は、篭橋美久ガバナーの公式訪問を 
       心からご歓迎申し上げます。一宮地区の 
       ご指導よろしくお願い致します。 
☆  篭橋ガバナー、本日公式訪問ごくろうさ 
       まです。又、地区出向時には大変お世話 
       になりました。本日はよろしくお願いい 
       たします。 

ガバナー公式訪問に向け、2022.8.29（月）第2回ＳＡＡ
委員会を開催。役割、進行の段取りを打合せました。 



 

 

次回 2022年9月14日（水）の例会予定 
 

クラブフォーラム 

サッカー大会打合せ 

＊＊＊＊＊ 青少年交換学生トピックス ＊＊＊＊＊ 

2022年8月25日（木）に山田秀代君と千代保稲荷神社と

岩田真周君の猿田彦神社へ出かけました。 

＊＊＊＊＊  RI  ニュース  ＊＊＊＊＊ 

2024-25年度国際ロータリー会長に 

ステファニー A. アーチック氏が選ばれる 

 マクマリー（McMurray）・

ロータリークラブ（米国ペン

シルバニア州）会員であるス

テファニー A. アーチック氏

が、会長指名委員会により

2024-25年度国際ロータリー会

長に選ばれました。アーチッ

ク氏は女性として史上二人目

の国際ロータリー会長となり

ます。対抗候補者が出なけれ

ば、9月15日に会長ノミニーとして宣言されます。  

 新型コロナウイルスの大流行、気候変動による災

害、多くの地域での紛争など、世界が非常に大きな課

題に直面する中で、これらの課題を乗り越えるための

ビジョンとプランをロータリーが提供できると、アー

チック氏は言います。 

 「危機的な課題を乗り越え、解決するためにロータ

リーのリーダーたちが取る措置は、組織を強くし、将

来の出来事に対する組織の回復力を高めるもの」と

アーチック氏。「このような重要なリーダーシップ

は、奉仕し、危機を解決するためにロータリアンが行

動人として力を合わせるなら、それがライバル同士で

あっても、新しいレベルの協力を生み出します」 

組織再編を優先することが極めて重要だと、アーチッ

ク氏は言います。 

 「ロータリーは200以上の国と地域で活動していま

す。ロータリアンが協力して奉仕や高潔性の推進、世

界理解と親善、平和の推進に取り組む上で、地域差が

及ぼす影響を理解し、それに対応することで、ロータ

リーはより効率的、効果的になる可能性を秘めていま

す。そのことを認識することがとても大切です」と

アーチック氏。 

 アーチック氏は、コンサルティングと研修を専門と

するDoctors at Work LLC社の共同経営者兼最高執行責

任者です。ペンシルベニア州立インディアナ大学で

リーダーシップ学の博士号を取得。地域社会で数々の

団体の理事を務め、Zonta InternationalやSons of 

the American Revolutionといった団体から表彰されて

います。 

 1991年にロータリー入会。ベトナムに赴いて小学校

建設を援助したほか、ドミニカ共和国では浄水フィル

タの設置を援助。複数のスラブ系言語を学び、ウクラ

イナの新ロータリアンへのメンタリングやポーランド

でのロータリー財団補助金プロジェクトの調整役もこ

なしました。 

 ロータリーでは、理事、財団管理委員、RI戦略計画

委員長、財団100周年祝賀委員長を歴任。現在は選挙審

査委員会と運営審査委員会の委員を務めています。

ロータリー財団のメジャードナー、遺贈友の会会員。 

2022年9月1日（木）大成高校に初登校！！ 

右から二番目ポリンさん、一宮ＲＣホストの 

カヤさん(ノルウェイ)トア君(デンマーク)も一緒です。 


